
主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善

【知的障がい部会（義務併設）】

1

令和６年度（2024年度）

中堅教諭等資質向上研修第Ⅱ期研修

令和６年（2024年）12月12日（木）13:15～16:15
北海道立特別支援教育センター
研究員（知的障がい教育室） 小 幡 史 門



２学期中に取り組んだ実践を交流
し、改善策を検討することを通し
て、「主体的･対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改善について
の理解を深め、今後の更なる授業
改善の方向性を明らかにする。

ねらい
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１ 「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善

２ 発表・協議・演習

３ まとめ

内容
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4参考：「小（中）学習指導要領」（平成29年 文部科学省）

１ 「主体的･対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善



5参考：「（参考）個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）」（ 文部科学省）



6参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



7参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）
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「主体的・対話的で深い学び」とは、学習指導
要領に示された内容を、「どのように学ぶか」に

ついて、具体の姿として示したものです。

参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 9



本時の目標

教師の意図やねらい
を明確にした話合い

○どのように話合いを進めるか
○自分なりの考えはあるのか

学びの質を
高める
「対話」

単
元
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力

例）
問題解決のために
話し合う

例）
問題解決のために
話し合う

例）
自分の考えだけでは解決できない
ので、他者の考えを聞く

例）
自分の考えだけでは解決できない
ので、他者の考えを聞く

参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 10



習得

活用

探究

単元デザイン

「見方・考え方」
を働かせる

・どのような視点で物
事を捉えるのか

・どのような考え方で
思考していくのか

▶児童生徒が考える場面
▶教師が教える場面

児
童
生
徒
の
学
習
状
況
に
応
じ
て

指
導
計
画
の
見
直
し

参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 11



12参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



信

参考：「令和４年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会） 13



「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課） 14



15「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課）



16「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課）



17参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）



18参考：「令和５年度小学校・中学校教育課程編成の手引」（ 北海道教育委員会）
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２ 発表・協議・演習

○ 第Ⅱ期研修までの流れの確認



発表・協議・演習の流れ（時間の目安）

13:40～14:00（20分） 個人ワーク

14:00～14:10（10分） 自己紹介・役割分担

14:10～16:00（110分） 発表・協議

（休憩10分間を含む）

16:00～16:10（10分） 全体交流

16:10〜16:15（５分） まとめ
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○ 個人ワークの流れ

【演習シート】

② ①の取組に対する成果と課題を
記入する。

① 授業づくりの基本「５つの視
点」から、意識して取り組んだ視
点とその取組内容について記入し
ます。

③ 自校における授業改善の取組の
現状と課題を記入します。
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発表・協議・演習の流れ（時間の目安）
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13:40～14:00（20分） 個人ワーク

14:00～14:10（10分） 自己紹介・役割分担

14:10～16:00（110分） 発表・協議

（休憩10分間を含む）

16:00～16:10（10分） 全体交流

16:10〜16:15（５分） まとめ
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○ 発表・協議の流れ

(1) 発表者は、実践した授業について簡潔に説明する。
（２～３分）

(2) 発表者は、演習シートの①～③を発表する。
（８～10分）

(3) グループのメンバーは、②及び③の課題につい
て、改善の方策について意見を述べる。
（15～20分）



発表・協議・演習の流れ（時間の目安）

13:40～14:00 個人ワーク
14:00～14:10 自己紹介・役割分担
14:10～14:43 発表・協議①
14:43～14:53 （休憩）
14:53～15:26 発表・協議②
15:26～15:59 発表・協議③
16:00～16:10 全体交流
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３人



発表・協議・演習の流れ（時間の目安）

13:40～14:00 個人ワーク
14:00～14:10 自己紹介・役割分担
14:10～14:35 発表・協議①
14:35～15:00 発表・協議②
15:00～15:10 （休憩）
15:10～15:35 発表・協議③
15:35～15:59 発表・協議④
16:00～16:10 全体交流
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４人



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
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「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善

授業

計画

「育成を目指す資質・能力」を明確にする

各学校の特色を生かした教育課程の編成

求められる資質・能力を育成することを目指した授業

授業改善
の視点

まずは
ここから

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編(小学部・中学部) 文部科学省 （平成30年３月）

３ まとめ



28「令和６年度（2024年度）特別支援教育教育課程改善の手引」（ 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課）



知的障がいの特性と主体性について
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主体的・自発的に活動するためには、一人一人の子どもに応じた「分か
る授業」が不可欠となる

主体性は、自信のあるとき、見通しのもてるときに発揮する
ことができる。

「こうやればできる！知的障害特別支援学校の『主体的・対話的で深い学び』」
吉田真理子 編著（ジアース教育出版）

よく分からない

上手くできない

自己評価や主体性の低下 学びへの内発的動機付け

得られた知識・技能に
基づく新たな疑問

学習活動への意味付け



学ぶ意味や意義を実感できる授業づくり

全日本特別支援教育連盟編集「特別支援教育研究 No.783」神戸親和女子大学准教授
武富 博文（令和４年11月）

「なぜ、その内容を学ぶのか」という
学びの文脈が大切

・「学び」がその後の学習や生活とどのようにつながる
かという見通し
・学んだことが生活や学習に関連づいているという実感

学習したことが「確かな学び」につながっていくためには、
学びの主体である児童生徒が「なぜ、何のために学ぶのか」
という目的意識や学びの必然性が重要となる。

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
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主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

子どもたちに「生きる力」を育む

目指すのは

「何ができるようになるか」

大切なのは、
「何を学ぶか」だけではありません。

校内の先生方が、日々の授業を改善していくための
視点を共有し、授業改善に向けた取組を活性化
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